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あけましておめでとうございます。本年から「里山の風だより」を毎月

発行し、新しい情報を皆様にお届けしていきます。 

１． １2 月の活動 

今月活動された方は 84 人・累計

活動地 12月 リーダー 内容 人数 累計

右 近 の 森 7日 松田・今野 右近屋敷跡と上部里道の間の斜面整備。隣地地主と接触 17.0 458.5

千 提 寺 竹 林 20日 有家 伐竹９０本と竹箒の製作 11.0

竜王山西斜面 14日 田中 炭焼講座用炭材伐木 9.0
ネイチャークラフト 0.0 61.0

ナ ラ枯れ対策 14日 橋爪 竜王山ＰＴ回収及び温室保管ＰＴを学校倉庫に整理保管 2.0 90.0

安 全 活 動 14日 松田 チェーンソー中級研修を竜王山西斜面炭材伐木を兼ねて実施 5.0 51.0

特 別 活 動 14日 二階蔵 用具・工作材料を会室と学校倉庫に整理保管 4.0 329.5

20日 安原 餅つき会準備(設営・食材下拵え・機材揃え） 7.0

21日 太田仁 ボランティア講座閉校式と重なり、温室内で餅つき実施 29.0

990 人です

 

○ヒヤリハット 

12/14 伐倒した木が足元まで届き危なかった。伐木高さの１．５倍以上の退避を厳守すること。 

２．～活動スナップ～ 

      
14 日 炭材玉切り作業 １４日 チェーンソー研修 20 日 竹林整備作業 

 

３．ニュース 

○つきたてのお餅はやっぱり美味しい！ 

１２/２１恒例の年末「餅つき会」を開催。時々小雨が降る生憎の天気でしたが、温室の中で威勢よく１１臼つきあ

げた。きな粉、おろし、餡子もちにして美味しくいただき、仕上げは「ぜんざい」で満腹。９期生にもお裾分け 
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○養成講座 9期生の１０名が新規加入 

昨年の 12 月 21 日に第 9 期森林ボランティア養成講座の閉講式が行われ、講座生 10 名が守る会に入会さ

れました。新会員の皆さんは、来る 1 月 11 日の「入山式＆トン汁会」で活動デビューされます。暖かくお迎えし、

楽しい活動で共にいい汗かきましょう。 

 

４．～連絡とお願い～ 

①新型ヘルメットをお渡しします 

昨年11月に、守る会に対し、林野庁助成金の交付が決定されました。交付期間は3年間で、初年度交付金

は二百万円強の額となります。守る会の年間予算数十万円からすると大変大きな額であります。 

この助成金の使途第一弾として、会員の皆様に新しいヘルメットを供与することにしました。それは、ヘルメット

の耐用年数 5 年を過ぎた会員が多くなったことと、付属部品（フェイスガード・ホイッスルホルダー）をヘルメット

と一体化して装着したものを供与し、活動中の安全対策をより向上させる為であります。2～3 月の定例活動時

にお渡しすることになりますので、里山センターに是非ともお越しください。           （会長 佐野毅） 

 

②「入山式・トン汁会」参加者募集中！ 

1/11（土）AM9：30 集合。右近の森で入山式を行い、 

終了後、里山センターでトン汁会を開催します。 

参加申込みは、河村、二階蔵まで。   

みんな来てねー！   

 トン汁は、冬場最高に美味しいよー！ 
 

５．１月・2 月の活動予定 

右近の森
千提寺
竹林

護摩堂
の森

竜王山西斜
面

ネイチャーク
ラフト

ナラ枯れ対
策

特別活動 ネット茨木 その他

1/4 年始休止 ～3日まで

(土）

1/11 平成２６年度入山式 11日トン汁会

(土） 佐野・河村 12日関西大倉

1/17 ○ 1/19チェーンソー研修（Y氏檜林）

(金） 中川・α

1/25 ○ チェーンソー研修（竜王山） 23日千提寺

(土） 田中・α 26日関西大倉

2/1 ○ チェーンソー初心者研修（右近の森） 5日桜の苑

(土） 松田・α

2/8 多様な活動日 1２日桜の苑

(土） 河村・α チェーンソー初心者研修（右近の森）

2/14 ○ 19日桜の苑

(金） 有家・α

2/22 ○ 23日関西大倉

(土） 田中・α 26日桜の苑
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